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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・ふれあい秋祭りが9月12日（土）10時スタート、雨天決行予定となっております。詳細は、後日お知らせとなります。
＜利用者様情報＞

・木村　美智子様～6/3夜から急に具合が悪く、「身体に力が入らない。」と話しており、6/4受診検討し相談したが、医師より様子を見るよう指示があり経過を見ていた。夜間トイレまで歩いて行く事が出来ず、スタッフの介助を要していたと情報がある。今朝、青山荘より状態の改善がないと連絡があり、本日当院受診。全く歩けず、両脇を抱えられての歩行であり、体温38.4℃。悪性症候群の疑いと両下肢浮腫の悪化があり、身体管理目的で入院となる。入院に伴い、デイケア利用中止となる。

・中村　鶴子　様～本日電話があり、父様が大動脈破裂で急遽入院となったと連絡がある。付き添いのため、デイケアは欠席するとの事。口調は落ち着いている。その後義姉様に電話を変わり、状況確認。大動脈破裂で腹部から多量の出血がありいつ亡くなってもおかしくない状態だが、現在は意識があり話せる状態とのこと。今後デイケア利用について、本人を欠席させた方が良いのか分からないと話すため、デイケアは日中休養するためにいつでも利用可能であることを説明している。うみねこ幸房へも欠席の連絡を入れるように伝える。関係機関へ情報提供している。

・番沢　政勝　様～昨日、肛門からの出血のため佐々木泌尿器科受診したとのことで結果の報告を受けている。尿検査、触診を行ったとのこと。受診結果について確認すると、病名など言われず「たいしたことはないな」とだけ担当医が言っていたと話される。来週の診察で何を行うか分からないが来週も受診するよう言われたとのこと。

・倉橋　生子　様～昨日、ロッカー室のドアを力任せに開閉する行為が何度も見られていることを、スタッフより指摘を受けているが、本日はそのような行動は見られない。他メンバーとの交流は殆どないが、先日トラブルのあった特定女性メンバーとロッカー室で笑顔で会話をされている。今後も様子観察しながら、気分変動が見られた際には本人の訴えを傾聴し、ストレスを軽減することが出来るよう関わっていく。

＜外来情報＞

・駒木　洋士様～夕方からの眠気が強いと訴え、夕食後薬のレボトミン　２５ｍｇ→１０ｍｇへ減薬している。また、本日採血しており、CK　1145 U/Lと緊急値であり、主治医より発熱、胸苦等異常がないか本人へ確認するように指示があり、本人様へ電話連絡している。今現在は異常なく、問題ない事確認している。何かいれば病院へ連絡もらう事としている。他の採血結果に関しては次回お伝えする事としている。

・森川　きよ様～娘様が近々、手術の為入院する予定があるとの事で、入院期間中の2週間から1ヶ月位、当院にて本人様を入院させてもらいたいと話され、認知症も進んできている為、精査と介護保険の申請も含めて入院を希望される。6月12日に娘様の手術、入院に関して詳細が決まるとの事で、12日以降に当院へ連絡もらい、後日本人様の入院について決めていく事としている。

・木村　美智子様～H27.4.15退院後は障害者生活訓練施設青山荘に入居され、定期的な外来通院継続していた。一昨日より体に力が入らないという訴えが聞かれ歩行が困難な状態となり6/4青山荘スタッフより入電があった。担当医へ報告し様子観察の指示あり。今朝再度青山荘スタッフより入電あり。昨日に引き続き体に力が入らない状態であり、小刻み歩行、両下肢の浮腫が見られているという。本日外来担当医、伊藤Drへ報告し診察。来院時38度台の発熱、呼吸苦みられており、両サイドから支えがないと倒れ込む状態。青山荘での対応困難であり、身体管理目的にて東合併症室へ任意入院となる。

